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Abstract

5１

Theartincialculturemediafortheuni-cellularredalgae,ＰＣﾉ刀妙ﾉ“”ｚｃﾉ･"eﾉ”"7,were

sludied・Ｔｈｅｃｕｌｔｕｒｅｗａｓｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｕｎｄｅｒｆｏllowingconditions：temperatureofl8-

22℃，ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎｐｅｒｉｏｄｏｆ９ｈｏｕｒｓｐｅｒｄａｙｂｙＨｕｏｒｅｓｃｅｎｔｌａｍｐｓａｎｄａｅｒａｔｌｏｎｏｆ２００－

３００ｃｃｐｅｒ１ｎｉｎｕｔｅｓ･ThesuitableconcentraｔｉｏｎｓｉｎｔｈｅｍｅｄｉａｏｆｔｈＧｍａＪｏｒｃｏｎｓｔｉｔｕｅｎｔｓ

ｓｕｃｈａｓＮａＣ１，ＫＣｌ，ＭｇＳＯ４ａｎｄＣａＣｌ２ｗｅｌ－ｅｅｘａｍｉｎｅｄ・Ｓｏｄｉｕｍｃｈｌｏｒｉｄｅｉｎｖｅｒｙｗｉｄｅ

Concentrationｓｇａｖｅａｎｏｒｍａｌｇｒｏｗｔｈｏｆｔｈｅａｌｇａｅ、Ｔｈｅｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎｏｆｐｏｔａｓｓｉｕｍ

ｃｈｌoridewascloselyrelatedwiththatｏｆｓｏｄｉｕｍｃｈｌｏｒｉｄｅａｎｄｔｈｅｆａｖｏｒａｂｌｅｒａｔｉｏｏｆｔｈｅ

ｔｗｏｓｅｅｍｅｄｔｏｌｉｅａｒｏｕｎｄ４０：１．Ｍａｇｎｅｓｉｕｍｓｕｌｆａｔｅｗａｓｉｎｄｉｓｐｅｎｓａｂｌｅｆｏｒｔｈｅｇｒｃｗｔｈ

ｏｆｔｈｅａｌｇａｅ，ａｌｔｈｏｕｇｈｔｈｅｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｗａｓｓｍａｌｌ･Undel-thepurityofusedchemicals，

ｔｈｅａｂｓｅｎＣｅｏｆｃａｌｃｉｕｍｃｈｌｏｒｉｄｅａｌｌｏｗｅｄｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆｔｈｅａｌｇａｅ、Ｆｒｏｍｌｈｅａｂｏｖｅ，the

authorpreparedanarlincialmeｄｉｕｍｆｏｒｔｈｅｃｕｌｔｕｌ－ｅｏｆＰｏﾉｱﾙyr城z"7ｚ〃"e"r"ﾉ77.Ｔｈｅ

ｆｏｒｍｕｌａｉｓＰｒｅｓｅｎｔｅｄｉｎＴａｂｌｅｌｌ･Theextra-cellularmucusproducedｂｙｔｈｅａｌｇａｅｗａｓ

ｃａｌｃｕｌａｔｅｄａｂｏｕｔ２６-30％oftotalorganicmaterials・InthemasscultureperformEdin

theｔｕｂｅｍｅｔｈｏｄａｎｄｔｈｅ３０１ｉｔｅｒｔａｎｋｍｅｔｈｏｄ，ｔｈｅｙｉｅｌｄｏｆｔｈｅａｌｇａｗａｓａｂｏｕｔ２６０ｍｇ

ｐｅｒｌｉｔｅｒｐｅｒｄａｙｉｎｔｈｅｆｏｒｍｅｒａｎｄ７4.7ｏｒ５８．２ｍｇｐｅｒｍ２ｐｅｒｄａｙｉｎｔｈｅｌａｔｔｅｒ．

チノリモ（PC"/byﾉ城"772ｃﾉｗｅ"”ｍＮＫＧＥＬ.）は単細胞の紅藻で，その増殖は細胞の２分

裂によってのみ行われる．日陰の湿った壁などに発生し，分布は非常に広く世界各地に産

する．紅藻植物の生理を研究するためにチノリモを人工的に培養しようとするこころみは，

可成り古くから行われているが7)'3),長期間にわたって安定した生長を行なわせることは困

難であった．最近になってチノリモの化学成分9),10)，光合成色素1),2),17）等に関する研究が

急速に行われるようになったが，生長条件を検討したものは少ない8),'１),'4）

淡水藻の無機養分要求に関してはKrauss12)の広範な研究及び綜説があるが，筆者は元

来淡水藻であるチノリモを人工的に培養する際に，約半量の海水を含む培養液を用いるこ

とについて検討するため，海水の主要成分であるカリウム，ナトリウム，マグネシウム，

カルシウムなどのカチオンのチノリモの生長に対する影響をしらべた．その結果可成り安

定したチノリモの培養条件を定めることが出来，又大量培養などについても行なって見た

のであわせて簡単に報告する．

本研究を行なうにあたり，終始暖かい御激励と御指導を頂いた東京大学の松江吉行教授

に心からの感謝を捧げたい．

Ｉ材料及方法

実験に用いたチノリモは，主として鹿児島市内の路溝に発生したものを分離したもの
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で，Uni-algalcultureではあるがBacteriafreeではない．

培養液はsubculture用として，貯蔵海水を蒸溜水で1/２にうすめ，Allen-Nelsonの

２倍強度に強化したものに，重金属液としてProvasoliのPl-metall6）を１cc/Ｌ，有機

生長要素としてFishsolubleを５ｍｇ-N/L，土壌抽出液５０ｃｃ/Ｌを加えたものを用い

た．ｐＨは特に調整はしなかったが，はじめは6.3～6.5であるのが培養が進むにつれて次

第に上昇し，９以上になる．培養装置はＫｏｃｋ（1953)'１）のものは取扱上種々 の不便があ

るので少し変更し，直径４ｃｍ長さ４０ｃｍの大型試験管を用い，通気用のキヤピラーは

上部から挿入した．培養液
② ＠

向↓↓ 量は２００ｃｃである（Fig．

ぷ

Ｆｉｇ．２．Ａｐｐａｒａｔｕｓｆｏｒｃｕｌｔｕｒｅ． 尚炭酸ガスを加えた場合に
①Ｇｒｏｗｔｈｕｎｉｔｔｕｂｅ④Coolingwaterinlet

は通気量は可成り少くて良②Ａｉｒｉｎｌｅｔ⑤CoolingwaterouLlet

③Ａｉｒoutlet⑥Fluorescentlampい（Tableｌ)．

Table１．Ｔｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆａｅｒａｔｉｏｎｆｏｒｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆ

Ｐｏﾉｧﾉby"虎”zcr"e"”〃

識

⑤←

1).培養温度はStrainの違

いによって多少異なるよう

であるが，筆者の分離した

Strainでは２０°Ｃ前後が適

温であった．光は蛍光灯２

乃至６本を培養装置に密着

させたが，黄色＊や桃色*＊

光では連続照射，白色蛍光

灯では９時間照射が良好で

あった,白色蛍光灯の連続

照射は生長を阻害する．通

気は200ｃｃから３００cc／

ｍｉｎで行なった．これ以

下では生長は制限され，又

これ以上では過度である．

苧①

④÷/戸

｣嘉声'誌言'診溺評器ｧ易ｒｌぅ"；
'Ｉ

Aerationratecc/ｍｉｎｌＯ’２０１５０１１００１１５０１２００１３００１５００

＃

⑥
垂
《
Ｕ
ｃ
○
□

J／

＊白色釜光管に市販の黄色セロファンを一重に巻いて用いた．セロファンは屡々換えないと波長が変
るようである．

*＊東芝桃色蟹光灯．

5２

接種はsubcultureから遠心沈澱し，蒸溜水で良く洗った藻体を，培養開始時の細胞濃

度が約400cells/ｍｍ３になるように加えた．はじめの接種濃度があまり小であると屡々生

長初期に長短不定のｌａｇｐｈａｓｅがあらわれ結果がはなはだしく変動する原因となる．又

接種濃度が大であると差が小さくあらわれて比較が困難になる．

MultiplicationratelO､0５０．２９１０．４１１０．６８１１．４２１１．５０１１.5２１１．２５

｜
国
一
一
・
○
ロ
。
可
○
回
■
ロ



Table２．Ｔｈｅvariationofmultiplicationrate（for4days）

5３野沢：単細胞紅藻チノリモの人工培養

生長とその変動についてはFig.２及びＴａｂｌｅ２に示すように，良好な条件では生長

は大体Ｋ＝1.50～1.60であり，その変動も非常に小さい．

Multiplicationratell､５９１１．５７１１．５５１１．６２１１．５８１１．５４１１塁5１１１．６７

測定は接種後３～４日目に光電比色計で540ｍ“のフィルターを用いて吸光度をはかり，

あらかじめ作って置いた細胞数と吸光度とのグラフから細胞数を算出した．実際には培養

条件のちがいによって生産される粘質の多寡があって，比色から算出した細胞数と実際に

計数した細胞数の間には多少の誤差が生じるが，それは細胞濃度が可成り大である時に問

題になる程度で，本実験の範囲では一応無視した．

チノリモの場合細胞の２分による増殖であるので，それが一定の環境で定常的に行なわ

れるとすると，ｒ時間後の細胞数Ｎは次の式であらわされる．

Ⅳ＝jVb2‘/『＝ｊＶｂｅｘｐ｛(if/『)log‘2）

ｊＶｂ：＃＝０での細胞数

で：細胞分裂から細胞分裂までの時間

この式からK-lo学２を実験的を求めて生長率として表わした

１２３４５ｄａｙｓ

Fig.１．ＧｒｏｗｔｈｃｕｒｖｅｏｆＰＯＪｐﾉｶｙｊ"ｊ“""zindifferent

populationdensityofinoculation・

Initialalgalpopulationdensityofeach

lineis30cells/ｍｍ３（A),120cells/ｍｍ３（B）

and250cel]s/ｍｍ３（C)．

１１２１３１４１５１６１７１８

0.4

0.3

園
釦
皇

0.2

0,1

ＥｘＰｅｒｌｍｅｎｔＮｏ．
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Ⅱ人工培養液について

１）基本培養液：実験をはじめるに先立って,対称となるカリウム，ナトリウム，

マグネシウム，カルシウム，等の量を容易に目的に応じて調整することの出来るような，

人工培養液を見つけ出さなくてはならない．その解決法の一つとして今までに多くの人々

によって考案された人工海水の中から比較的に作り方の簡単なHerbstの人工海水,Levr‐

ingの人工海水，ProvasoliのASPseries16)，ＳＷＩ，Ｕ，等について検討して見た．

Table３．Themultiplicationrateof｣PorPﾉﾝy『〃”7zin
differentartifcialseawater

Herbst，ssealLevring'ｓｓｅａ
ｗａｔｅｒｌｗａｔｅｒ

1.28 1.37

Provasoli，ｓ

ＡＳＰ６

1.48

Droop，ｓＳＷ１１Droop'ｓＵ

1.47 1.08

その結果はＴａｂｌｅ３に示すようにいづれも良く生長し，懸濁状態もきわめてよかった．

これ等の結果を参考にし，調製上の便利さも考えて，Table4に示すような組成のものを

基本培養液とした．

Table４．Basalarti且cialculturemediuminthisinvestigation

ＮａＣｌ

ＭｇＳＯ４･７Ｈ２０

ＣａＣ１２．２Ｈ２０

ＫＣｌ

ＮａＮＯ３

Ｎａ２ＨＰＯ４･１２Ｈ2０

10.09

４．０

０．１

０．３

0.2

0.05

Pl-metal

Fishsoluble

Tris

H20

pH

１ｃｃ

３ｍｇＮ/Ｌ

０．５９

１，０００ｃｃ

８．１

２）ＮａCl濃度とチノリモの生長：ＮａＣｌは海中に含まれる塩類を代表するものであ

るが，この塩が植物の養分として多量に要求されているとは考えられない．それは主とし

て参透圧に関連していると思われる．Provasoli等'5)の研究もこのような観点から行われ

ている・ここでは人工培養液を作る際にＮａCl量をどの位にしたら良いかと云うことを検

討するために，ＮａＣｌ濃度とチノリモの生長との関係をしらべた．

試験培養液は基本培養液からＮａＣｌを除いたものを作り，ＮａＣｌが，2.40％，1.92％，

1.44％，1.20％，0.96％，0.48％，０％，になるように夫々 調製し，各々 のＮａＣｌ濃度にお

けるチノリモの生長を比較した．上記のパーセントの系列は，自然海水のＮａＣｌ含量を

2.4％とした時の，海水100％，８０％，６０％，５０％，４０％，２０％，０％’である．

Table５．ＴｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆＮａＣｌｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎｆｏｒｔｈｅ

ｇｒｏｗｔｈｏｆＰｏ"ﾉiJWZ加"ｚｃﾉ‘"e"”7Z

NaClconcentrationg/Ｌ’０１４．８１９．６１１２．０１１４．４１１９．２１２４．０

Multiplicationrate ０．４０１０．９２１１．１３１１．４８１１．６５１１.6１１１．４３

結果はＴａｂｌｅ５に示してあるように，大体1.44％，即ち６０％海水にあたるＮａＣｌ濃



示すような割合にMgSO4,ＣａCl2,ＫClを加えた系列を作った、これは基本培養液に対し

てMgSO4,ＣａC12,ＫＣｌ等が夫々 ０，１/１６，１/８，１/４，１/２，１となっている．又これ

等の成分とＮａＣ１との関係を確かめるため，NaC124g/Ｌ，129/Ｌ，６９/Ｌの３つの場合

について実験を行なった．

5５

Ｔａｂｌｅ７．Themultiplicationrateinvariousconcentration

ofmajorconstituenｔ

野沢：単細胞紅藻チノリモの人工培養

結果はＴａｂｌｅ７に示すように，この実験の濃度の範囲では，大した差は認められず，

ＭｇｌＣａｌＫ，の比率が一定であればその量はあまり鋭敏に影響しないようである．

４）ＫＣl濃度とチノリモの生長：カリウムは全植物を通じて不可決であり，これが不

足すると種々の病的症状を示すことが知られている．代謝については細胞分裂，ナトリウ

ムの排出，鉄の供給，糖の代謝等に関与していると云われ，又生理的には透過性について

カルシウムと桔抗作用があると云われている．人工海水を調製する際に，カリウムを欠除

させたものは動植物に対して害作用を示すが,小量のKClを加えることによってこの害が

なくなることは古くから知られている顕著な事実である．前項の実験におけるカリウムの

濃度を変えた場合のチノリモの生長に対する影響を見た，

度がもっとも生長が良いが，この人工培養液の比重は約１７．５で自然海水より可成り低く，

この結果から自然海水の場合も６０％海水が良いとは云えない．しかしＮａＣ１の濃度変化

に対してチノリモの生育の許容度は非常に大きいことが認められる．

３）NaCI以外の主要成分濃度とチノリモの生長：Ｎａ以外の主要成分，即ちＫ,Ｍｇ，

Ｃａ等は，夫々単独に必要要素としてはたらくと同時に，お互に桔抗している．従って各

カチオンの個々について検討する前に，Ｎａに対する他のカチオン全部の関係についてし

らべて見た．即ちＫ，Ｍｇ，Ｃａの比率は一定にしたままその濃度を変えてチノリモの生

長に対する影響を見た．

方法は基本培養液からMgSO4,ＣａCl2,ＫＣｌを除いたものを作り，これにＴａｂｌｅ６に

Table６．ＴｈｅａｍｏｕｎｔｓｏｆｍａＪｏｒｃｏｎｓｔｉｔｕｅｎｔｓｉn

theexperiment（grsperliter）

1.32

1.25

1.11

1.49

1.39

1.08

1.45

1.43

1.03

1.15

1.22

0.95

0.21

0.32

0.54

1.48

1.45

1.01

壷:窯且鷲Ｉ MgSO4･7Ｈ２０１ＣａＣ12.2Ｈ2０１ＫＣＩ

４３ ５

0

0.0225

0.045

0.09

0.18

0.37

0

0.04375

0.0875

0.175

0.35

0.7

５
０
０
０
Ｏ

Ｇ
■
■
■
●

０
０
１
２
４
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結果はＴａｂｌｅ８に示した通り，カリウムは非常に低濃度においてチノリモの生長に鋭

敏に影響し，その欠除はチノリモの生長を完全に停止させる．又ＮａＣ１との間にも桔抗作

用が認められ〆更に詳細な実験を行なえば，チノリモの生長に適する一定の比率があると

思われる．

５）Ｍｇ濃度とチノリモの生長：マグネシウムはすべての植物に不可欠であるが，特

に藻類の培養液には多量の硫酸マグネシウムを含んだものが多い．ｃﾙﾉore"α地階αrjsでは

マグネシウムが欠乏すると，細胞分裂が衰え，これにマグネシウムを与えるとマグネシウ

ムの濃度に比例して分裂が盛んになると云う．チノリモに対するＫｏｃｋの処方'')も１/２濃

度の海水に０．０４％の硫酸マグネシウムを加えているが，それを加えた理由については触れ

ていない．ここではチノリモに対して果して多量のマグネシウムが必要であるかどうか，

1/２濃度の海水を使う理由の一つにマグネシウム量が関係しているかどうかを検討した．

実験方法は，硫酸マグネシウムを除いた基本培養液を作り，種々の濃度に硫酸マグネシ

ウムを加えてそのチノリモの生長に対する影響を見た．又ＮａＣｌとの関連を見るため，

NaC124g/Ｌ，129/Ｌ，６９/Ｌについて実験を行なった．

Table９．TheeffectofMgSO4concentrationfｏｒ
ｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆＰｏ”〃ﾉ減"加
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1.49

1.53

1.03

４
２
６

２
１

方法は基本培養液からＫClを除いたものを作り，後からＫClを加えて求める濃度の試

験液を調製した．又ナトリウムとの桔抗作用を見るためにNaC1量249/Ｌ，129/Ｌ,６９/Ｌ

の三つの場合について実験した．

Table８．TheeffectofKClconcentrationforｔｈｅ

ｇｒｏｗｔｈｏｆＰｏＦＰ""砿"ﾉ刀

1.13

1.36

1.09

0.12

0.29

0.22

1.37

0.91

0.33

i了烹孟忌16鴬蝿挫|･'""|"'璽|‘"|'哩i‘小'|“ﾄ，

1.32

1.04

0.72

0．８６

1.24

1.29

0.87

ＮａＣｌｃｏｎｃｅｎ－~‐

trationg/Ｌ

結果はＴａｂｌｅ９に示すようにＭｇ欠乏ではチノリモは生長しないが，Ｍｇを加えた

場合はＮａＣｌ濃度249/Ｌにおいては可成り微量な場合から相当多量の場合まであまり顕

著な差はないようである．しかしＮａCl濃度が６９/Ｌの場合にはＭｇ濃度の低い所では

生長抑制が見られ，惨透圧との関連が考えられる．

６）Ｃａの濃度とチノリモの生長：カルシウムも菌類を除いては一般に植物には不可欠

であるとされている．藻類に関しては古くはMolish（1895）が淡水のProroco“"ｓの培

養にカルシウムは不必要であると云い，その後もChlorellaはじめ多くの藻類について，

カルシウムは不必要であると云う報告は少くない．しかしその後Pirson，Waren，Mast

andPace，等は非常に微量のカルシウムが藻類の生長に必要であることを認め，特に

１．１９

１．１４

１．１７

0.43

0.32

1.46

1.47

1.11

1.30

1.45

1.06

1.23

1.25

1.02

４
２
６

２
１

0.54

0.42

0.25

0.76

0.82

0.83

1.31

1.23

0.95

1.46

1.34

1.04

｡'"，｡"|"０"|""'｡"|“｜‘｜蝿

5６

ＭｇＳＯ４ｃｏｎｃｅｒｌ－
へ～trationg/Ｌ

－阜閣
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0.5

StegmannはChIore"α”r”oj伽皿についてきわめて厳密な実験を行ない，必要とする

カルシウムが非常に微量であることを確かめた．陸上植物ではカルシウムは必要養分とし

てのほか，土壌の性質を良い状態に保つ上に重要な働きをするので,可成り多量に与える．

海水中にもカルシウムは多量に含まれ，藻類の培養液を調製する際にも加えるカルシウム

は決して少なくない．これは溶液中の種々のイオンの桔抗を調整したり，特に炭酸の調整

に重要な役割をしていると考えられている．チノリモについても栄養要素としての要求量

と，環境要素としての要求量が考えられる．

実験方法は前述のマグネシウムの場合と同様で，マグネシウムの代りにカルシウムの濃

度を変化させた．

Ｔａｂ]ｅｌＯ･ＴｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆＣａＣｌ２ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎｆｏｒ

ｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆＰｏゅ"〕ﾉｱ城”Ｚ

1.17

Ｈ2０0.2

DII

Ｔｒｉｓ

1.61

1.50

1.11

面冒燕霊rE2g錘j室11ルポ"‘‘"l","|""|血“ 1２0-4 ４

1２．０９

０．４

ＮａＣｌ

ＫＣ１

ＭｇＳＯ４･７Ｈ２０

ＣａＣ１２．２Ｈ２０

ＮａＮＯ８

Ｎａ２ＨＰＯ４･１２Ｈ2０ 0．０５

1．４２1.40

1.64

0.99

1.47

1.57

1.08

その結果はＴａｂｌｅｌＯに示すようにカルシウム欠除の場合もカルシウムを加えた場合も

殆んど差がなく，又カルシウム欠除の培養液に十数代植え次いでもカルシウム欠乏と考え

られるような生長抑制は認められなかった．この実験の精度の範囲ではカルシウムの不可

欠性は認められ,らかつた．しかしはじめに述べたように藻類によるカルシウム要求はきわ

めて微量であると云われているので，この場合使用した薬品（化学試薬一級）に含まれる

量で充分であったのであろう．又環境要素としての影響も明瞭なものは認められなかった．

ＮａＣｌ濃度との関係も特に認めることは出来ない．Provasolietal15）はカルシウムとマ

グネシウムの比率が藻類の生長に大きな影響を及ぼすと注意しているが，チノリモに関し

てはそれ程鋭敏ではないようである．

７）チノリモのための人工培養液：以上の諸結果を綜合して見ると，ＮａC1,ＫClに

ついては可成りはっきりした好適濃度が求められるが，マグネシウム，カルシウムについ

てはあまりはっきりしない。Eppley3),4),5),6)はＰりゅＡＷａについてＫの吸収とＮａ，其の

他のカチオンとの関係について詳細な研究を行ない，ＫとＮａとの関係の重要さについて

のべているが，チノリモについても同様なことが認められる．人工培養液を作製する際に

Ｍｇ，Ｃａの濃度に関して特にはっきりした基準が得られなかったが，従来使用されている

1－５２４
２
６

２
１

1.42

1.50

1.05

1.39

1.46

1.12

Pl-metal

FishsolUble

ｌｃｃ

３ｍｇ－Ｎ/Ｌ

０．５９

１，０００ｃｃ

８．１

4.0

0.971.01 1．１０

Tablell・ThearitiEcialculturemediumfoｒ
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B/Ａ

結果はＴａｂｌｅｌ２に示すように大体懸濁液のＣＯＤと上澄液のＣＯＤとは平行して増

加するようであり，同一の培養では生長中にその比率がほぼ一定であるが，培養を異にす

るとその比率も変っている．その原因については色々考える事が出来るが，粘質の分泌は
培養条件の微妙な差によって変動し易いのであろう．

この程度の培養濃度は特に濃厚であると云う程のものではないが，ＣＯＤから多糖類と
して計算すると約２５ｍｇ/Ｌの生産量となる．

種々の培養液，或は自然海水や人工海水等に含まれるＭｇやＣａを参考にするのが無難で

あると考え，Ｔａｂｌｅｌｌに示すような処方のものを作った．これが完全無欠なものである

とは云えないが，現在のところ長期にわたってきわめて安定した生長が得られている．

皿チノリモの分泌する粘質

チノリモを培養していると，チノリモの細胞濃度が大になるに従って培養液は粘澗にな

り，終には寒天状となる．これはチノリモから分泌された粘質のためで，この粘質のため

にチノリモの細胞はよく懸濁し長く静置しても沈澱しない．しかしこの懸濁液は3,000r／

ｍｉｎ５分の遠心沈澱で容易にチノリモを分離することが出来る．上澄液は透明無色である

が，パリタ水を加えてからアルカリ性にするか或は苦土とアムモニア水を加えると粘質は

凝集沈澱して相当量が回収される．又リバノールを加えることによってもこの粘質は凝集

析出して来る．この粘質はHaxoｴ0)によってPolysacchalideの硫酸エステルであろうと

云われている．この粘質の生産量とチノリモの生長との間に関係があるかどうかを検討し
て見た．

実験方法はチノリモの生長した懸濁液とこれを遠心沈澱した上澄液とのＣＯＤを測定し

その比から粘質の生産量を見た．ＣＯＤの定量は過マンガン酸カリ消費量によった。又

培養液には屡々亜硝酸イオンが多量に存在することがあるので窒化ナトリウムを加える
Alsterberg法を用いた．

Table１２．ThemucusproductionofPoゆﾉｶ〕Ｗ虚z”

026

0.26

0.26

20.5

32.2

35.2

79.5

125.6

136.3

2,160

2,310
2,240

０
１
２

0.28

0.29

0.29

Time(…lCoU珊照ionlous鯛｡:f(A)lsupe脇;((B）

０
１
２

15.4

25.9

32.3

44,0Ｐｐｍ
６３｡2

94.4

４
６
０

５４

９０

１１２

０
１
２

７９０

790

1,540

13.2ｐｐｍ
24.8

29.1

0.30

0.39

0.31

1Ｖ大量培養試験

Chlorellaの大量培養は非常に研究が進んでいるが18)，ここではチノリモの大量培養の

可能性を検討し，或程度規模を大きくした場合に起る障害についてしらべ，更に藻体の化

学分析をするための試料を得ることなどを目的として簡単な実験を行なった。

1,520
1,590
1,840
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Ｍｅａｎｍg/m2-day
７４．７

582

培養槽は４５×30×30ｃｍの熱帯魚用のガラス水槽で，これに３０Jの培養液を入れ，通

気と撹伴を併用した．又培養は冬期に行なったのでサーモスタットとヒーターで液温を大

体２０℃に保つようにした．通気はあまりはげしくすると泡沫が出来るのでやや制限し，

その代り撹伴をはげしく行なった．光は自然光であるが，培養槽を東向きの窓際に設置し

たために，午前１０時頃までは直射光，１２時頃まではやや明るく，午後は日蔭となつやや

弱光であった．藻体の回収は全培養液の１/６，即ち５Jを取って遠沈した．培養槽には同

量の新しい培養液を加えた．尚発生状態の不良な時は細胞濃度が高くなるまで回収を中止

した．生産量の計算に培養槽の受光面積４３cｍ（横巾から枠の巾を差引いたもの)×24ｃｍ

(液の高さ)＝1,032ｃｍ２を計算し易いように近似値1,000ｃｍ２を用いれば，生産量＝収量

×1,000ｃｍ2/ｍ２＝収量×1/１０になる．受光面に対して液層が厚いため光の利用効率は非常

に悪く，良い結果は得られなかったが，２回の試験に於てＴａｂｌｅｌ３及びＴａｂｌｅｌ４の

Table１３．Ｙｉｅｌｄｏｆｔｈｅａｌｇａｉｎｔｕｂｅｍｅｔｈｏｄ

890 ８９．０

mg/m2-day
５８．２

1,000

９２５

８２５

100.0

９２．５

８２．５

747

Iil３ ４ ５２Ｄａｙｓ IＩ １

Productivity
mg/ｍ２

5９

875

1,100

87.5

110.0

400410１３００Yieldmg/Ｌ’３５０１３８０

1,045

８８５

Ｍｅａｎ

１
２
３
４
５
６
７
８
９

Table１４．Ｙｉｅｌｄｏｆｔｈｅａｌｇａｉｎｔａｎｋｍｅｔｈｏｄ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

97.5

102.5

104.5

８８．５

103,0

９９．５

９７．０

1,030

９９５

９７０

約

975

1,025

ような結果が得られた．これは自然光下におけるChlorellaの生産量の１/100以下であ

ってきわめて低生産であるが，培養装置の改良，培養濃度の濃密化などによって今後向上

するものと考えている．最近Golueke8)は廃水の生物酸化にチノリモを用い可成り大量の

培養試験を行なっている．

単細胞紅藻チノリモを人工的に培養するために必要な諸条件について検討し，培養を容

易且つ安定ならしめるための要因を明らかにした．即ち適温２０士２°Ｃ，桃色蛍光灯の連

続照射或は白色蛍光灯の９時間照射，通気によるガス補給及び撹伴，等の環境条件が要求

される．培養液は可成り広い適応範囲を持っているが，もっとも影響の大きいのはＮａＣ１

要



BRoDY,Ｍ､,ａｎｄＲ・EMERsoN（1959）：Theeffectofwavelengthandintensityoflight

ontheproportionofpigｍｅｎｔｓｉｎＰｏゆﾉｶＷ城z"7?Ｃｌ･Iﾉe"”7Z."１．Ｊ.Ｂ〆.,46,433-440．

（1959）：ThequantumyieldofphotosynthesisinPoゆﾉｈＷ域z"”ｃ'割"e"畝加,ａｎｄ

ｔｈｅｒｏｌｅｏｆｃｈｌｏｒｏｐｈｙｌｌａｉｎｔｈｅｐhotosynthesisofredalgae．‘ＺＧｅ".ＰﾉhyJioﾉ.,43,251
-264．

EPPLEY,Ｒ､Ｗ､（1958）：Sodiumexclusionandpotassiumretentionbytheredmarme

alga,｣PCゆｈｙｍＰｅﾉf/b”α､.ＺＧｅ".ＰﾉiySjo/､,４１(5)，901-911．

（1958）：Potassium-dependentsodiumextruｓｉｏｎｂｙｃｅｌ１ｏｆＰｏﾉｱﾉiympeﾉ允”α，

aredmarinealga､エＧｅ"､PAyJjo/,,４２(2),281-288.

-（1959）：Potassiumaccumulatiollandsodiuｍｅ田ｕｘｂｙＰｏ"ﾙＷａｐｅﾉb”α

tissuesinlithiumandmagnesiumseawater・ＪｔＧｅ".Ｐﾉiy､ｙｊｏＩ.,４３(1),29-38．

（1960）：Cationreguationandsurvivalofthｅｒｅｄａｌｇａ,PorpﾉZympef/ｂｒａｒａ，

indilutedandconcentratedseawater､Bioﾉ.BzI".,１１８(1),55-65．

GAIDuKov,Ｎ,(1899）：ZurMorphologieundPhysiologiederAlgePojfpﾉｶＷ城z"7zcl･"g"rz"７７

Naeg、刀αy、ＳＯＣ・肋zjﾜ．Mzr．Ｓｒ､Pgre恋６０"z9,30,205-207．

GoLuEKE，Ｃ､Ｇ､（1961）：ThemasscultureofPaPﾙ柳城""zaweﾉｚｍ"Z.』”"ｅＪＭｉｃＩ･o6jo/､，

1０(2),102-107．

HAxo,Ｆ､Ｔ､,Ｃ、Ｏ，HEooHA,ａｎｄＰ・ＮｏＲｍｓ（1955）gComparativestudiesofchromato‐

graphicallyseparatedphycoerythrinsandphycocyanins.Ａﾉ℃ﾉi・BiocAe碗．ＢｊＱｐﾉhy8.,54,
162-173．

HAxo,Ｆ,Ｔ､，ａｎｄＣ.Ｏ,EEooHA（1956）：SomeconstituentsofPolPﾉhyr城"772Ｃｌ･"e”"?z・

Ｉｎ“PrOceg戯7293ｑ/､SeCO””eﾉ･"α"o"αＩ‘yeaM'egqr岬"、O‘S，ｉＺ”，Trondheim，Julyl955”

(BraarudandN.Ａ､Sorenson,eds.）23-24.（PergamonPress,London)．

KocK,Ｗ・（1953）：UntersuchungenanbakterianfreienMassenkulturendereinzelligen

RotalgePoﾉpﾉ2Ｗ〃/""Zcr"eﾉ”mNaegeli.“c"・皿”o6joﾉ.,18,232-241．

KRAusB,Ｒ､Ｗ・（1958）：Physiologyofthefreshwateralgae.』"".ＲＧＩ'.Ｐ""ｒＥﾉｶyFjoﾉ.，
9,207-244．

KuFnERA亜H,Ｈ・（1913）：NotesurlaPhysiologieetlamorphoｌｏｇｉｅｄｅｌａＰｏ'pﾉiyr城""，

c皿eﾉZr"碗Naegeli．Ｂ""．』S'０c、Ｒ”．Ｂor・Ｂｇﾉgjg"9,52,286-290．

PRINGsH皿M，Ｅ､Ｇ,,ａｎｄＯ・PR1NGsH皿Ｍ（1956)：KleineMitteilungeniiberFlagellatenlmd

Algen,１Ｖ.ＰＣ"ﾉiJ'"戒"ｍｃｍ"zrz”ｕｎｄＰｏ"ﾉ2JﾉJ”z”〃z”師""２.鋤℃〃.”〃Ｏ〃oﾉ.,24,169-
173．

PRovAsoLT,Ｌ､,Ｊ､Ｊ､Ａ・ＭｃＬＡｕＧＨｍＮａｎｄｌ.Ｊ，PIN歴NnR（1954)：Relativeandlimiting

concentrationsofmajormineralconstituentsforthegrowthofalgalnagellates．

"α妬.1VもＸＡｃ”・Scj.,Ｓｅﾉ割.ＺZ,１６(8),412-417．

PRovAsom,Ｌ､,Ｊ､Ｊ､Ａ・ＭｏＬＡｕＧＨｍＮａｎｄＭＲ・DRoop（1957）：Thedevelopmentof
artificialmediaformarinealgae、鋤℃A、Ｍ7℃”6ioﾉ.，25,392-428．

ＳｍATA,Ｋ,Ａ､Ａ･ＢＥＮｓｏＮａｎｄＭ・ＣＡｗｌＮ（1954）：Theabsorptionspectraofsuspen‐

sionsoflivingmicroorganisms.Ｂ/ochj"２．ｅ/Ｂ/QpﾉZys.“/α,15,461-470．

TAMIYA,Ｈ・（1957)：MaSsCultureofalgae，副"",Rel',Ｐ/α"ｒＰ恥ioﾉ.,8,309-334.

鹿児島大学水産学部紀要第12巻第１号（1963）

1）

2１

ｊ
７
ｊ
７
７
７
１

３
４
５
６
７
８
９

とＫＣ１の濃度及び比率で，Ｍｇ，Ｃａ等の濃度は直接にはあまり大きな影響を示さない．

このような結果を参考にしてチノリモ用の培養液の処方を作った．

チノリモの分泌する粘質は藻体の生長と平行して増加し，その分泌量は有機物量として

計算した場合生産された全有機物量の３０～２６％を占めている．

大量培養に関する簡単な実験では，Tubemethodでは８．８９/ｍ３/day，Tankmethod

では７４．７ｍｇ/m2-day～58.2ｍｇ/m2-dayであった．
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